




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

0 00 6 17 6 17

0 00 58 90 58 90

0 00 59 30 59 30

（注）平成29年10月１日付でＡ種優先株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しました。

185

－ － 176

－

配当金総額
（合　計）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期　末 合計

年間配当金

（Ａ種優先株式） 百万円

－

 29年３月期

 30年３月期

 31年３月期（予想） 177

－ －



【添付資料】

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況……………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況……………………………………………………２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況………………………………………２

（４）今後の見通し………………………………………………………………２

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方………………………………………３

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表……………………………………………………………４

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書………………………………  ６

（３）連結株主資本等変動計算書………………………………………………  ８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書…………………………………………  10

（５）連結財務諸表に関する注記事項…………………………………………  12

　　　（継続企業の前提に関する注記）………………………………………12

　　　（会計方針の変更）………………………………………………………12

　　　（会計上の見積りの変更）………………………………………………12

　　　（セグメント情報）………………………………………………………  12

　　　（有価証券関係）…………………………………………………………  12

　　　（１株当たり情報）………………………………………………………  15

　　　（重要な後発事象）………………………………………………………  15

４．個別財務諸表

（１）貸借対照表…………………………………………………………………  16

（２）損益計算書…………………………………………………………………  19

（３）株主資本等変動計算書……………………………………………………  21

目 次

㈱南日本銀行（8554） 平成30年３月期決算短信

－ 1 －



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　わが国経済は、輸出や生産の持ち直しに伴う企業収益の堅調な推移を背景として、雇用や

所得環境が改善し、個人消費や民間企業設備投資など国内需要も持ち直すなど好循環が進展

する中、緩やかな回復基調が続きました。

　一方、県内経済におきましては、生産活動や個人消費が底堅く推移し、LCCソウル線など

国際定期便の拡充や大河ドラマ放映効果等によって観光関連が堅調さを増す中、全体としては

緩やかな回復が続いているものの、先行きについては一部不透明な部分もあります。

　このような環境のもと、私ども南日本銀行グループは、「WIN-WINネット業務（新販路開拓

コンサルティング）」を「本業」と位置付け、地域の皆様のご期待にお応えできるよう組織的

・継続的に取り組んでまいりました。

　平成29年度より第四次経営強化計画をスタートさせており、真の顧客本位の業務運営を目指

して「WIN-WINネット業務」を更に質の高いものとし、本業支援や事業再生支援、創業・新事業

支援等に積極的に取り組むことで、お取引先とのリレーションを強めるとともに、地域経済活

性化に貢献してまいります。

　以上のような経済情勢のもと、当連結会計年度の業績は以下のとおりとなりました。

　経常収益は、有価証券売却益や貸出金利息及び金融商品販売手数料の減少等により、前連結

会計年度に比べ14億18百万円減少し、178億65百万円となりました。

　また、経常費用は、与信関係費用の減少等により、前連結会計年度に比べ７億15百万円減少

し、156億23百万円となりました。

　この結果、経常利益は、前連結会計年度に比べ７億３百万円減少し、22億42百万円となり、

親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に比べ11億17百万円減少し、８億20百万

円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

[主要勘定の状況]

　預金は、前連結会計年度末に比べ173億円増加し、7,422億円となりました。

　貸出金は、前連結会計年度末に比べ２億円増加し、5,657億円となりました。

　有価証券は、前連結会計年度末に比べ61億円減少し、855億円となりました。

[自己資本比率（国内基準）]

　連結自己資本比率は、8.32％となり、前年同期比0.23ポイント低下しました。

　単体自己資本比率は、8.41％となり、前年同期比0.28ポイント低下しました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における連結キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッ

シュ・フローは、預金の増加等により56億77百万円のプラスとなりました。投資活動による

キャッシュ・フローは、有価証券の売却と償還等により46億円のプラスとなりました。財務

活動によるキャッシュ・フローは、劣後特約付社債の償還と配当金の支払等により25億90百

万円のマイナスとなりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度の残高は、前連結会計年度に比べ76億

88百万円増加し、973億14百万円となりました。

（４）今後の見通し

　通期の連結業績予想につきましては、連結ベースで経常利益14億円、親会社株主に帰属す

る当期純利益９億円を見込んでおります。

　業績予想の前提となる市場金利等は、平成30年３月末の水準をもとに予想しております。

また、与信関連費用は通期で13億円を予想しております。

　なお、上記の予想は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当行グループの業務は日本国内に限定されており、当面は日本基準を採用することとして

おります。

　なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、

適切に対応していく方針であります。
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 　該当ありません。

　

（会計方針の変更）

　該当ありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当ありません。

（セグメント情報）

　当行グループは、報告セグメントが銀行業のみであり、当行グループの業績における「そ

の他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」にはリース業務

が含まれております。

（有価証券関係）

　連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」を含めて記載しております。

①　売買目的有価証券（平成30年３月31日）

②　満期保有目的の債券（平成30年３月31日）

0

△ 11

△ 11

△ 10

606

606

167

774

時価が連結貸借対照
表計上額を超えない
もの

合計

小計

618社債

618

784

時価
（百万円）

時価が連結貸借対照
表計上額を超えるも
の

166 167

小計 166

売買目的有価証券
（商品有価証券）

当連結会計年度の損益に含まれた評価差額
(百万円）

△0

差額
（百万円）

社債 0

種類
連結貸借対照表計
上額（百万円）
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③　その他有価証券（平成30年３月31日）

④　当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

　該当ありません。

⑤　当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

⑥　保有目的を変更した有価証券（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

　該当ありません。

33

33

　債券

　　国債

1,977

1,977

37

37

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

株式

債券

種類
連結貸借対照表計
上額（百万円）

小計

33,481

12,248

　国債

　地方債

　社債

1,872

1,416

1,339

188

その他

4,129

68,865

55,545

32,506

11,995

1,591

3,588債券

株式

その他

　地方債

　社債

取得原価
（百万円）

6,001

56,962

64,492

1,462

11,645

4,569 582

214

834

14,886

83,751

売却益の合計額
（百万円）

小計

売却損の合計額
（百万円）

252

合計

11,232

5,901

△ 123

△ 113,599

△ 629

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

975

合計

　その他

　株式

　種類

5,097 157

249

57

売却額（百万円）

11,043

4,817

4,372

1,084

1,600 △ 8

1,996 1,999 △ 3

3,743

15,515

80,008

9,958 △ 49410,453
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⑦　減損処理を行った有価証券
　

　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、

当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込

みがあると認められないものについては、当該時価をもって連結貸借対照表計上額とするととも

に、評価差額を当該連結会計年度の損失として処理（以下「減損処理」という。）しております。

当連結会計年度における減損処理額は、株式48百万円であります。

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、以下のとおりであります。

　①　時価の下落率が50％以上の場合。

　②　時価の下落率が30％以上50％未満の場合、下記イ～ハの何れかに該当する場合は回復

　　可能性があると認められないと判断し、減損処理を行う。

イ.　株式の時価が過去２年間にわたり、30％以上下落した状態にある場合。

ロ.　株式の発行会社が債務超過の状態にある場合。

ハ.　株式の発行会社が２期連続で損失を計上しており、翌期も連続して損失を計上する

　　 と予想される場合。

　③　時価の下落率が30％未満の場合には、著しく下落には該当せず、減損処理は行わない。　
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（１株当たり情報）

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式及びＡ種優先株式10株につき１株の割合で株式併合を実施

　しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり純資産

　額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額を算定してお

　ります。

　　　２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

　は、次のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当ありません。

　親会社株主に帰属する当期純利益
　調整額

百万円 185 176

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

前連結会計年度

（自 平成28年４月１日

  至 平成29年３月31日）

3,473.79 3,492.68

217.70 79.96

当連結会計年度

（自 平成29年４月１日

  至 平成30年３月31日）

111.20 45.72

前連結会計年度 当連結会計年度

（自 平成28年４月１日 （自 平成29年４月１日

  至 平成29年３月31日）   至 平成30年３月31日）

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
金額

１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 1,937 820

百万円 185 176

　普通株主に帰属しない金額 百万円 185 176

　　うち定時株主総会決議による
　　優先配当額

千株 8,051 8,049

　普通株式に係る親会社株主に帰属
　する当期純利益

百万円 1,752 643

185 176

　　うち優先株式 千株 9,375 9,894

－ －

　普通株式増加数 千株 9,375 9,894

円

１株当たり当期純利益金額

１株当たり純資産額 円

円

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり当期純利益の算定に含め
なかった潜在株式の概要

　　うち優先株式に係る金額 百万円

　普通株式の期中平均株式数
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